
今回の日合商解説（vol.62）では、前号に続き、国土交通省・住宅局が１月に発表し
た予算・見直し拡充資料の解説です。今回は既存ストックの有効活用と空き家対策総
合支援事業の拡充・見直しについて解説します。今回の拡充でストック産業は更に加
速度的に動き出すことが予想されます。またDX分野ではBIMについても抑えておきま
しょう。

 
 

vol.62
2023年
2月27日

令和５年１月 国土交通省・住宅局 予算・見直し拡充 ②

既存ストックの有効活用と流通市場の形成①

空き家対策総合支援事業の拡充・見直しについて②

③

INDEX

住宅・建築分野のDX・生産性向上の推進

既存ストックの有効活用と流通市場の形成①

前号の良質な市街
地環境の整備にも
記載されているよ
うに、空き家の解
消が良質なまちづ
くりには必要不可
欠です。しかし、
ストックは人口減
少も相まって、喫
緊の課題として挙
げられています。
また使われていな
い不動産は、災害
時の問題や空き家
を利用した犯罪の
リスク等に繋がる
場合もあります。

地方公共団体・自治体と共に地域事業者もこれまでとは異なる視点・多角的な提案が必
要になりそうです。既存住宅流通・リフォーム市場の活性化では、これからの大相続時
代の流れもあり、提案力がある事業者に関しては出番は増えてくることが予見されます。
また良質な住宅ストックの形成に繋がれば、良質なまちづくりにも繋がっていきます。
ストックの有効活用は工事受注に直結するので提案力を向上させていきましょう。

https://au-shimizu.co.jp/


空き家対策総合支援事業の拡充・見直しについて②

空き家対策基本事業は、空き家の活用・除却にかかる取り組みや調査・検討・改修工事等
を行う場合に支援を行うものです。
設計費等を含み拡充されるものとして「活用・除却」があります。「活用するか」「除却
するか」どちらにするか？判断するためのフィージビリティスタディも創設されました。
※フィージビリティスタディとは、新規事業などのプロジェクトの、事業化の可能性を調
査すること。実行可能性、採算性などを調査することです。

空き家の除却については、１㎡あたりの除却単価の算出が困難な空き家に付属する煙突や
門塀等の除却、吹き付けアスベスト等の除却にかかるかかりまし費用を補助対象に追加す
ることになりました。

空き家対策附帯事業では代執行等の措置の円滑化に向けて法務手続き事業も拡充されまし
た。手続きのスピード化が進めば良質なまちづくりの整備が進みやすくなっていきます。

除却以外にも、改修工事等の支援事業にも注目しておく必要があります。創意工夫をこら
したモデル性の高い空き家の改修工事・除却工事等への支援も創設されています。今回は
「空き家対策モデル事業」ということで対象となるテーマ（上図の右上側参照）に該当す
ることが必要になります。

https://au-shimizu.co.jp/


住宅・建築分野のDX・生産性向上の推進③

2024年の建設業界
の働き方改革におい
て、このDXは避け
て通れない道かもし
れません。ただし、
DXを行う前に、現
在の業務の整理を行
うと、よりデジタル
化への恩恵を受けや
すくなるのでお勧め
です。業務以外にも、
さまざまな点でDX

は必要になってきます。設計面では建築BIMの実装の加速化が挙げられますし、工事部
分では、施工管理が少しずつスムーズになってきています。DXでは今後情報の連携が
必要になってきます。
DXで一気に世界が広がっていくような施策に感じますが、事前準備が一番重要になっ
てきます。デジタルツールを導入しても、いきなり稼働率・生産性が格段に上がる事例
はありません。今回の国交省の資料はあくまでもビジョンであり、バリュー（行動指
針・大切な価値観）については言及されていません。どうやってステップアップしてい
くのか、いきなり１００％使いこなせることは無いので、順序立てて整理し、事業運営
を行っていくことが重要になっていきます。

https://au-shimizu.co.jp/
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